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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年9月17日(2009.9.17)

【公表番号】特表2008-500307(P2008-500307A)
【公表日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2007-513909(P2007-513909)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 211/94     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 211/94    ＣＳＰ　
   Ｃ０８Ｆ 220/34    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/08    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/40    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月31日(2009.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）、（II）又は（III）：

【化１】

〔式中、Ｑは、下記式：
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【化２】

であり、
　ここで、
　Ｒは、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｄは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　式（Ｉ）において、ｍ及びｎは、独立して、０又は１の数であり、ここで少なくとも両
方のうちの一方が１であり；
　式（Ｉ）において、ｍ＝０であり、そしてｎ＝１である場合、
　Ｘは、下記式：
【化３】

であり、
　ここで、
　＊は、基が酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキレンか、Ｏ及び／又は
ＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンか、これらは両方とも非
置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）
により置換されており、或はフェニレンであり；
　追加的に－Ａ－Ｂ1－は、直接結合であることができるか；或いは
　Ａが－Ｏ－であり、そしてＤがＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることができるか
；又は
　ＡがＮＲ3であり、そしてＤがＯ又はＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることがで
き；
　Ｅは、直接結合又は－Ｃ（Ｏ）－基であり；
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、独立して、Ｈ、非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン
又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）により置換されているＣ1～Ｃ18アルキルか、非置
換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）によ
り置換されているＣ5～Ｃ7シクロアルキルか、非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ

1～Ｃ8アルキル、ハロゲン又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）により置換されている
フェニルであり；
　基：
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【化４】

であり；
　ここで、
　Ａは、上記と同義であり；
　ＡがＯである場合、Ｅ1は－ＣＨ2－であり、
　ＡがＮＲ3である場合、Ｅ1は、－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＨ2－又は直接結合であり；
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6は、独立して、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ9

フェニルアルキル又はフェニルであり；
　Ｒ7、Ｒ8は、独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ9

フェニルアルキル又はＣ1～Ｃ18アシルであり；
　Ｌは、直接結合、Ｏ又はＮＲ7であり；
　Ｒ9、Ｒ10は、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ18アルコキシであり、
　Ｒ9がＨである場合、Ｒ10は、追加的に、ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシル、－ＮＲ3

－（Ｃ1～Ｃ18）アシル又はＮ（Ｒ3）2であるか；
或いは
　Ｒ9及びＲ10は、それらが結合しているＣ原子と一緒になって環状ケタール基：
【化５】

を形成し、ここで、ｋは、０、１又は２であり、そしてＲ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－
ＣＨ2－ＯＨ又は－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシルであるか；或いは
　Ｒ9及びＲ10は、一緒になって、基＝Ｏ又は＝Ｎ－Ａ＝Ｒ7を形成し；
　Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；
　式（Ｉ）において、ｍ＝１であり、そしてｎ＝１である場合、
　Ｘは、上記と同義であり；
　基：
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【化６】

は、下記式：

【化７】

であり；
　ここで、
　Ａ及びＢは、上記と同義であり；
　式（Ｉ）において、ｍ＝１であり、そしてｎ＝０である場合、
　Ｘは、下記式：
【化８】

であり；
　ここで、Ａは、Ｏ、ＮＲ3又は直接結合であり、そしてＥ、Ｒ1及びＲ2は、上記と同義
であり；
　Ｂ3は、Ｈか、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキルか、Ｏ及び／
又はＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキルか、これらは両方とも
非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル
）若しくはＣ1～Ｃ18アルコキシにより置換されており、或はフェニルであり；
　基：
【化９】

は、下記式：
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【化１０】

であり；
　ここで
　Ａ及びＢ1は、上記と同義であり；
　式（II）において、
　Ｘは、下記式：
【化１１】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所であり、そしてＡ、Ｂ1、Ｅ、Ｒ1及びＲ2は、
上記と同義であり；
　基：

【化１２】

は、下記式：
【化１３】

であり；
　ここでＡは、上記と同義であり；
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　Ｌ1は、２～１８個の炭素原子を有する脂肪族ジカルボン酸から、芳香族ジカルボン酸
から、又は脂肪族－芳香族ジカルボン酸から誘導される二価基であり；
　式（III）において、
　Ｘ1は、下記式：
【化１４】

の基であり、
　ここで、Ｂ2は、直接結合か、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキ
レンか、Ｏ及び／又はＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンで
あり、これらは両方とも非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯ
Ｏ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）、又はフェニレンにより置換されており、ここでＢ2が直接結合
の場合、一方のＡはＯであり、他方のＡはＮＲ3であり；
　Ａ、Ｂ1、Ｒ1及びＲ2は、上記と同義であり；そして
　基：
【化１５】

は、下記式：
【化１６】

である〕で示される化合物。
【請求項２】
　式（Ｉ）、（II）又は（III）において、
　Ｑが、下記式：

【化１７】
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であり；
　Ｒが、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；そして
　Ｄが、Ｏ又はＮＲ3である
請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　式（Ｉ）、（II）又は（III）：
【化１８】

〔式中、Ｑは、下記式：

【化１９】

であり、
　ここで、
　Ｒは、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｄは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　式（Ｉ）において、ｍ及びｎは、独立して、０又は１の数であり、ここで両方のうちの
少なくとも一方が１であり；
　式（Ｉ）において、ｍ＝０であり、そしてｎ＝１である場合、
　Ｘは、下記式：

【化２０】

であり、
　ここで、
　＊は、基が酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキレンか、Ｏ及び／又は
ＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンか、これらは両方とも非
置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）



(8) JP 2008-500307 A5 2009.9.17

により置換されており、或はフェニレンであり；
　追加的に－Ａ－Ｂ1－は、直接結合であることができるか；或いは
　Ａが－Ｏ－であり、そしてＤがＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることができるか
；又は
　ＡがＮＲ3であり、そしてＤがＯ又はＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることがで
き；
　Ｅは、直接結合又は－Ｃ（Ｏ）－基であり；
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ3は、独立して、Ｈ、非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン
又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）により置換されているＣ1～Ｃ18アルキルか、非置
換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）によ
り置換されているＣ5～Ｃ7シクロアルキルか、非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、Ｃ

1～Ｃ8アルキル、ハロゲン又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）により置換されている
フェニルであり；
　基：

【化２１】

は、下記式：

【化２２】

であり；
　ここで、
　Ａは、上記と同義であり；
　ＡがＯである場合、Ｅ1は－ＣＨ2－であり、
　ＡがＮＲ3である場合、Ｅ1は、－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＨ2－又は直接結合であり；
　Ｒ7は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、Ｃ7～Ｃ9フェニルアルキル
又はＣ1～Ｃ18アシルであり；
　Ｒ9、Ｒ10は、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ18アルコキシであり、
　Ｒ9がＨである場合、Ｒ10は、追加的に、ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシル、－ＮＲ3

－（Ｃ1～Ｃ18）アシル又はＮ（Ｒ3）2であるか；
或いは
　Ｒ9及びＲ10は、それらが結合しているＣ原子と一緒になって環状ケタール基：
【化２３】

を形成し、ここで、ｋは、０、１又は２であり、そしてＲ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－
ＣＨ2－ＯＨ又は－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシルであるか；或いは
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　Ｒ9及びＲ10は、一緒になって、基＝Ｏ又は＝Ｎ－Ａ＝Ｒ7を形成し；
　式（Ｉ）において、ｍ＝１であり、そしてｎ＝１である場合、
　Ｘは、上記と同義であり；
　基：
【化２４】

であり；
　ここで、
　Ａ及びＢは、上記と同義であり；
　式（Ｉ）において、ｍ＝１であり、そしてｎ＝０である場合、
　Ｘは、下記式：
【化２５】

であり、
　ここで、Ａは、Ｏ、ＮＲ3又は直接結合であり、そしてＥ、Ｒ1及びＲ2は、上記と同義
であり；
　Ｂ3は、Ｈか、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキルか、Ｏ及び／
又はＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキルであり、これらは両方
とも非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アル
キル）若しくはＣ1～Ｃ18アルコキシ、又はフェニルにより置換されており；
　基：
【化２６】

は、下記式：
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【化２７】

であり、
　ここで、
　Ａ及びＢ1は、上記と同義であり；
　式（II）において、
　Ｘは、下記式：
【化２８】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所を示し、そしてＡ、Ｂ1、Ｅ、Ｒ1及びＲ2は、
上記と同義であり；
　基：

【化２９】

は、下記式：
【化３０】

であり、
　ここでＡは、上記と同義であり；
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　Ｌ1は、２～１８個の炭素原子を有する脂肪族ジカルボン酸から、芳香族ジカルボン酸
から、又は脂肪族－芳香族ジカルボン酸から誘導される二価基であり；
　式（III）において、
　Ｘ1は、下記式：
【化３１】

の基であり、
　ここで、Ｂ2は、直接結合か、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキ
レンか、Ｏ及び／又はＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンか
、これらは両方とも非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（
Ｃ1～Ｃ18アルキル）により置換されており、或はフェニレンであり、ここでＢ2が直接結
合の場合、一方のＡはＯであり、他方のＡはＮＲ3であり；
　Ａ、Ｂ1、Ｒ1及びＲ2は、上記と同義であり；そして
　基：
【化３２】

は、下記式：
【化３３】

の基である〕で示される、請求項１記載の化合物。
【請求項４】
　式（Ｉａ）：

【化３４】

〔式中、
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　Ｑは、下記式：
【化３５】

であり、
　ここでＲは、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｘは、下記式：
【化３６】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキレンか、Ｏ及び／又は
ＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンであり、これらは両方と
も非置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキ
ル）、又はフェニレンにより置換されており；
　追加的に－Ａ－Ｂ1－は、直接結合であることができるか；或いは
　Ａが－Ｏ－であり、そしてＤがＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることができるか
；又は
　ＡがＮＲ3であり、そしてＤがＯ又はＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることがで
き；
　Ｅは、直接結合であり；
　Ｒ1、Ｒ2は、Ｈ又はＣＨ3であり；
　Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ6シクロアルキル又はフェニルであり；
　基：
【化３７】

は、下記式：
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【化３８】

であり、
　ここで、
　Ａは、上記と同義であり；
　ＡがＯである場合、Ｅ1は－ＣＨ2－であり、
　ＡがＮＲ3である場合、Ｅ1は、－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＨ2－又は直接結合であり；
　Ｒ4、Ｒ5は、メチルであり；
　Ｒ7、Ｒ8は、独立して、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、ベンジル
又はＣ1～Ｃ18アシルであり；
　Ｌは、直接結合、Ｏ又はＮＲ7であり；
　Ｒ9、Ｒ10は、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ18アルコキシであり、
　Ｒ9がＨである場合、Ｒ10は、追加的に、ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシル、－ＮＲ3

－（Ｃ1～Ｃ18）アシル又はＮ（Ｒ3）2であるか；
或いは
　Ｒ9及びＲ10は、それらが結合しているＣ原子と一緒になって環状ケタール基：
【化３９】

を形成し、ここで、ｋは、０、１又は２であり、そしてＲ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－
ＣＨ2－ＯＨ又は－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシルであるか；或いは
　Ｒ9及びＲ10は、一緒になって、基＝Ｏ又は＝Ｎ－Ａ＝Ｒ7を形成し；
　Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである〕
で示される、請求項１記載の化合物。
【請求項５】
　式（Ｉａ）：
【化４０】
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〔式中、
　Ｑは、下記式：
【化４１】

であり、
　ここでＲは、Ｈ又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｘは、下記式：
【化４２】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｏ又はＮＲ3基で中断されていてもよいＣ1～Ｃ25アルキレンか、Ｏ及び／又は
ＮＲ3基を環に含有することができるＣ5～Ｃ7シクロアルキレンか、これらは両方とも非
置換であるか、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲン、又は基－ＣＯＯ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）
により置換されており、或はフェニレンであり；
　追加的に－Ａ－Ｂ1－は、直接結合であることができるか；或いは
　Ａが－Ｏ－であり、そしてＤがＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることができるか
；又は
　ＡがＮＲ3であり、そしてＤがＯ又はＮＲ3である場合、Ｂ1は直接結合であることがで
き；
　Ｅは、直接結合であり；
　Ｒ1、Ｒ2は、Ｈ又はＣＨ3であり；
　Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ6シクロアルキル又はフェニルであり；
　基：

【化４３】

は、下記式：
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【化４４】

であり、
　ここで、
　Ａは、上記と同義であり；
　ＡがＯである場合、Ｅ1は－ＣＨ2－であり、
　ＡがＮＲ3である場合、Ｅ1は、－Ｃ（Ｏ）－、－ＣＨ2－又は直接結合であり；
　Ｒ7は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、ベンジル又はＣ1～Ｃ18ア
シルであり；
　Ｒ9、Ｒ10は、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ18アルコキシであり、
　Ｒ9がＨである場合、Ｒ10は、追加的に、ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシル、－ＮＲ3

－（Ｃ1～Ｃ18）アシル又はＮ（Ｒ3）2であるか；
或いは
　Ｒ9及びＲ10は、それらが結合しているＣ原子と一緒になって環状ケタール基：

【化４５】

を形成し、ここで、ｋは、０、１又は２であり、そしてＲ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－
ＣＨ2－ＯＨ又は－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシルであるか；或いは
　Ｒ9及びＲ10は、一緒になって、基＝Ｏ又は＝Ｎ－Ｏ＝Ｒ7を形成し；
　Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである〕
で示される、請求項４記載の化合物。
【請求項６】
　式（Ｉａ）：
【化４６】

〔式中、
　Ｑは、下記式：
【化４７】

であり；
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　Ｘは、下記式：
【化４８】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｃ1～Ｃ18アルキレン又はフェニレンであり；
　Ｒ1、Ｒ2は、Ｈ又はＣＨ3であり；
　Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ4アルキル又はフェニルであり；
　基：

【化４９】

は、下記式：

【化５０】

であり、
　Ｒ9、Ｒ10は、独立して、Ｈ又はＣ1～Ｃ18アルコキシであるか、又は
　Ｒ9がＨである場合、Ｒ10は、追加的に、ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシル、－ＮＲ3

－（Ｃ1～Ｃ18）アシル又はＮ（Ｒ3）2であるか；
或いは
　Ｒ9及びＲ10は、それらが結合しているＣ原子と一緒になって環状ケタール基：
【化５１】

を形成し、ここで、ｋは、０、１又は２であり、そしてＲ15は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－
ＣＨ2－ＯＨ又は－ＣＨ2－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ18）アシルであるか；或いは
　Ｒ9及びＲ10は、一緒になって、基＝Ｏ又は＝Ｎ－Ｏ＝Ｒ7を形成し；
　Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルである〕
で示される、請求項５記載の化合物。
【請求項７】
　式（Ｉａ）：
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【化５２】

〔式中、
　Ｑは、下記式：

【化５３】

であり；
　Ｘは、下記式：
【化５４】

であり、
　ここで、
　＊は、Ｘが酸素原子に結合している場所を示し；
　Ａは、Ｏ又はＮＲ3であり；
　Ｂ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキレン又はフェニレンであり：
　Ｒ1、Ｒ2は、Ｈ又はＣＨ3であり；
　Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ4アルキル又はフェニルであり；
　基：
【化５５】

は、下記式：
【化５６】

である〕で示される、請求項６記載の化合物。
【請求項８】
　下記：
ａ）　アクリル酸２－［２－（２，６－ジエチル－４－ヒドロキシ－２，３，６－トリメ
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チル－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルオキシ］－エチルエステル
ｂ）　アクリル酸２－［２－（２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－４－オキソ
－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルオキシ］－エチルエステル
ｃ）　アクリル酸２－［２－（２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－４－オキソ
－ピペリジン－１－イルオキシ）－２－メチル－プロピオニルアミノ］－エチルエステル
ｄ）　アクリル酸１－（１－｛６－［２－（４－アクリロイルオキシ－２，６－ジエチル
－２，３，６－トリメチル－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルアミノ］－ヘ
キシルカルバモイル｝－エトキシ）－２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－ピペ
リジン－４－イルエステル
ｅ）　２－メチル－アクリル酸２－［２－（２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル
－４－オキソ－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルアミノ］－エチルエステル
ｆ）　アクリル酸２－［２－（４－ｔｅｒｔ－ブチル－２，２－ジエチル－６，６－ジメ
チル－３－オキソ－ピペラジン－１－イルオキシ）－プロピオニルアミノ］－エチルエス
テル
ｇ）　アクリル酸２－（２－｛Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ－［１－（ジエトキシ－ホスホ
リル）－２，２－ジメチル－プロピル］－アミノオキシ｝－プロピオニルアミノ）－エチ
ルエステル
ｈ）　アクリル酸２－［２－（４－アクリロイルオキシ－２，６－ジエチル－２，３，６
－トリメチル－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルアミノ］－エチルエステル
ｉ）　テレフタル酸ビス－｛１－［１－（２－アクリロイルオキシ－エチルカルバモイル
）－エトキシ］－２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－ピペリジン－４－イル｝
エステル
ｊ）　２－メチル－アクリル酸２－［２－（２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル
－４－オキソ－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルオキシ］－エチルエステル
ｋ）　２－メチル－アクリル酸１－［１－（２－アクリロイルオキシ－エトキシカルボニ
ル）－エトキシ］－２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－ピペリジン－４－イル
エステル
ｌ）　アクリル酸２－［２－（４－アクリロイルオキシ－２，６－ジエチル－２，３，６
－トリメチル－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニルオキシ］－エチルエステル
ｍ）　アクリル酸２－｛（２－アクリロイルオキシ－エチル）－［２－（２，６－ジエチ
ル－２，３，６－トリメチル－４－オキソ－ピペリジン－１－イルオキシ）－プロピオニ
ル］－アミノ｝－エチルエステル
である、請求項１記載の化合物。
【請求項９】
　ａ）少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマーと、
　ｂ）ラジカル重合開始剤と、
　ｃ）請求項１記載の式（Ｉ）、（II）又は（III）の化合物と
を含む、重合性組成物。
【請求項１０】
　エチレン性不飽和モノマーが、エチレン、プロピレン、ｎ－ブチレン、ｉ－ブチレン、
スチレン、置換スチレン、共役ジエン、アクロレイン、酢酸ビニル、ビニルピロリドン、
ビニルイミダゾール、無水マレイン酸、（アルキル）アクリル酸無水物、（アルキル）ア
クリル酸塩、（アルキル）アクリル酸エステル、（アルキル）アクリロニトリル、（アル
キル）アクリルアミド、ビニルハロゲン化物又はビニリデンハロゲン化物からなる群より
選択される、請求項９記載の重合性組成物。
【請求項１１】
　エチレン性不飽和モノマーが、式：ＣＨ2＝Ｃ（Ｒa）－（Ｃ＝Ｚ）－Ｒbの化合物であ
り、ここで、Ｚが、Ｏ又はＳであり；
　Ｒaが、水素又はＣ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｒbが、ＮＨ2、Ｏ-（Ｍｅ+）、グリシジル、非置換Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、少なくとも
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１つのＮ及び／若しくはＯ原子で中断されているＣ2～Ｃ100アルコキシ、又はヒドロキシ
置換Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、非置換Ｃ1～Ｃ18アルキルアミノ、ジ（Ｃ1～Ｃ18アルキル）
アミノ、ヒドロキシ置換Ｃ1～Ｃ18アルキルアミノ若しくはヒドロキシ置換ジ（Ｃ1～Ｃ18

アルキル）アミノ、－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ（ＣＨ3）2又は－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ+Ｈ
（ＣＨ3）2Ａｎ-であり；
　Ａｎ-が、一価有機又は無機酸のアニオンであり；
　Ｍｅが、一価金属原子又はアンモニウムイオンである
請求項１０記載の重合性組成物。
【請求項１２】
　ラジカル重合開始剤が、アゾ化合物、過酸化物、過酸エステル又はヒドロペルオキシド
である、請求項９記載の重合性組成物。
【請求項１３】
　少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマー又はオリゴマーのフリーラジカル重合によ
りオリゴマー、コオリゴマー、ポリマー又はコポリマー（ブロック、ランダム又はグラフ
ト）を調製する方法であって、モノマー又はモノマー／オリゴマーを、
　ａ）フリーラジカル開始剤；及び
　ｂ）請求項１記載の式（Ｉ）、（II）又は（III）の化合物
の存在下で（共）重合することを含む、方法。
【請求項１４】
　重合が、熱又は、マイクロ波からγ線までの電磁放射線を適用することによって実施さ
れる、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　重合が、加熱により実施され、０～１６０℃の温度で行われる、請求項１３記載の方法
。
【請求項１６】
　成分ｂ）の量が、全てのエチレン性不飽和化合物の合計の重量に基づき、１重量％～１
００重量％である、請求項１３記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１３記載の方法によって得られる、ポリマー又はオリゴマー高分子開始剤。
【請求項１８】
　制御されたフリーラジカル重合（ＣＦＲＰ）により櫛形、星形、テーパー状（tapered
）又は分岐鎖状のポリマー又はコポリマーを調製する方法であって、少なくとも１種のエ
チレン性不飽和モノマーを、請求項１３記載の方法で得られるポリマー高分子開始剤の存
在下で重合することを含む、方法。
【請求項１９】
　重合が、加熱により実施され、８０～１６０℃の温度で行われる、請求項１８記載の方
法。
【請求項２０】
　エチレン性不飽和モノマーの重合のためのラジカル開始剤としての、請求項１３記載の
方法で得られるポリマー高分子開始剤の使用。
【請求項２１】
　式：



(20) JP 2008-500307 A5 2009.9.17

【化５７】

で示される、２－（２，６－ジエチル－２，３，６－トリメチル－４－オキソ－ピペリジ
ン－１－イルオキシ）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－メチル－プロピオンアミド
化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
Ｄ）化合物３、表．１
　アクリロイルクロリド（１．６７ｇ、０．０１８５mol）を、トルエン３０ml中のＣ）
で調製された中間体６．２２ｇ（０．０１８mol）及びトリエチルアミン２．６ml（０．
０１８５２mol）の溶液に４０℃未満で滴下した。２．５時間後に追加のトリエチルアミ
ン１．２ml及びアクリロイルクロリド０．６mlを加えた。混合物を１時間撹拌し、次に水
４×１０mlで洗浄し、ＭｇＳＯ4で乾燥し、蒸発した。残渣を、ヘキサン：酢酸エチル（
２：１）を用いるシリカゲルのクロマトグラフィーに付して、標記化合物６．４５ｇを粘
性の無色の油状物として得た。
ＭＳ（ＡＰＣｌ）：計算値　Ｃ21Ｈ36Ｎ2Ｏ5（３９６．５３）、実測値　Ｍ＋＝３９６
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